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厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業） 

 

アルコール依存症の早期介入から回復支援に至る切れ目のない 

支援体制整備のための研究 

（研究代表者 木村 充） 

 

自助グループや民間支援団体への支援のための課題抽出 

令和３年度分担研究報告書 

 

分担研究者 森田展彰 筑波大学 医学医療系 社会精神保健学准教授 

          

研究要旨 

目的：本研究は、アルコール依存症の自助グループの効果や有用性に関する国内外の文献を収

集、知見を整理し、アルコール依存症の治療や回復に自助グループが果たす役割や機能や、現

状で不足している研究課題を明らかにすることを目的とした。。今年度は特に、専門機関などか

ら 12 ステッププログラムにつなぐ際に用いられる手法である 12 ステップファシテーション

（TSF）プログラムについて取り上げた。 

方法：令和 2 年度のレビューより、自助活動に対する精神保健福祉センターや医療機関で自助

グループへつなぎをよりしっかりと行うべきであることが示唆された。海外では、自助グルー

プへのつなぎを行うために、海外では、援助者が当事者に 12 ステップの意義を知らせ、「ハイ

ヤーパワー」など理解が難しい概念についての理解をガイドする 12 ステップ促進プログラム

（TSFプログラム）が用いられ、効果を上げていることがわかった。そこで今年度は、海外の TSF

プログラムの情報を集めて、翻訳し、これをもとに日本で用いることができる自助グループへ

の導入に用いるガイド作成の内容案を作成した。 

結果と考察 

：2TSFに関する文献検討を行った結果、MAEEZというプログラムがマニュアルなども整

備されており、日本での自助グループ導入プログラムのツールを作成知るうえで、参考

になることを確認した。そこで、まず MAEEZ を翻訳し、これが日本で有用かどうか、改

定すべき箇所があるかを検討した。MAAEZとは、「Making Alcoholics Anonymous Easier」

の頭文字を取ったものであり、邦題は「アルコホーリクス・アノニマス：AAをより簡単

に理解するためのプログラム」とした。MAAEZは主に、アルコール依存と薬物依存症の

治療を扱う医療機関のスタッフがファシリテーターを務め、集団形式で実施する。また、

MAAEZの特徴として、必ず AA や NAを利用して回復した者の力を借りてグループ運営を

することが実施要件となっている。グループ・ダイナミクスを用いながら、AAを初めて

利用する患者にとって、AA 参加の障壁となりがちな点について丁寧に解説を加えてい

る。我々は、支援者向けのプログラム構成や、ファシリテーターの要件、セッションの

実施形式などをまとめた「MAAEZマニュアル」と、ファシリテーターが実際にプログラ

ム中に参照する「MAAEZ実践ガイド」の日本語版を作成した。 
結論：専門機関や行政機関から AAへの導入を行うことの難しさがあり、これに対するプログラ

ムが欧米で用いられている。日本でもこれを導入することが有効であると考えられ、代表的な

プログラムの１つの日本語訳を作成した。 

 

研究協力者  

 

新田千枝 独立行政法人国立病院機構久里浜

医療センター 臨床研究部研究員筑波大学医学

医療系 非常勤研究員 

 

Ａ. 研究目的 

 本研究の目的は、アルコール依存症の自

助グループの効果や有用性に関する国内外
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の文献を収集、知見を整理し、アルコール

依存症の治療や回復に自助グループが果た

す役割や機能や、現状で不足している研究

課題を明らかにすることである。これを通

じて、援助者や当事者・家族に自助グルー

プの有効性を示し、包括的な支援体制を構

築することにつなげたいと考えた。今年度

は特に、専門機関などから 12ステッププ

ログラムにつなぐ際に用いられる手法であ

る 12ステップファシテーション（TSF）プ

ログラムについて取り上げた。これは海外

では用いられているが、日本で用いられて

ないもので、その紹介と導入により専門機

関のスタッフが自助グループを当事者や俗

に紹介することができるようになることが

期待された。 

 

B.研究方法 

令和 2年度のレビューより、自助活動に

対する精神保健福祉センターや医療機関で

自助グループへつなぎをよりしっかりと行

うべきであることが示唆された。海外で

は、自助グループへのつなぎを行うため

に、海外では、援助者が当事者に 12ステ

ップの意義を知らせ、「ハイヤーパワー」

など理解が難しい概念についての理解をガ

イドする 12ステップ促進プログラム（TSF

プログラム）というプログラムが用いら

れ、効果を上げていることがわかった。そ

こで今年度は、海外の TSFプログラムの情

報を集めて、翻訳し、これをもとに日本で

用いることができる自助グループへの導入

に用いるガイド作成の内容案を作成した。 

 

（倫理面への配慮） 

文研研究やそれをもとにした心理教育

資料の作成であり、倫理面の問題はない

と考える。 

 

C．研究結果                 

TSFプログラムに関する文献検討を行っ

た結果、MAEEZというプログラムがマニュ

アルなども整備されており、日本での自助

グループ導入プログラムのツールを作成知

るうえで、参考になることを確認した。そ

こで、まず MAEEZを翻訳し、これが日本で

有用かどうか、改定すべき箇所があるかを

検討した。MAAEZとは、「Making 

Alcoholics Anonymous Easier」の頭文字

を取ったものであり、邦題は「アルコホー

リクス・アノニマス：AAをより簡単に理

解するためのプログラム」とした。MAAEZ

は主に、アルコール依存と薬物依存症の治

療を扱う医療機関のスタッフがファシリテ

ーターを務め、集団形式で実施する。ま

た、MAAEZの特徴として、必ず AA や NAを

利用して回復した者の力を借りてグループ

運営をすることが実施要件となっている。

グループ・ダイナミクスを用いながら、AA

を初めて利用する患者にとって、AA参加

の障壁となりがちな点について丁寧に解説

を加えている。今回我々は、支援者向けの

プログラム構成や、ファシリテーターの要

件、セッションの実施形式などをまとめた

「MAAEZマニュアル」と、ファシリテータ

ーが実際にプログラム中に参照する

「MAAEZ実践ガイド」の日本語版を作成し

た。MAAEZの概要は以下のとおりである。

毎週 90分、全 6回のセッションで構成さ

れ、全 5回分のカリキュラムがある。 

第 1回 「導入セッション」AAに参加

するメリットやミーティングの選び方に

焦点を当てる。 

 

第２回 「スピリチュアリティ」宗教的

志向や神の信念体系を必要とするものば
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かりではなく、スピリチュアリティを重

視する AAの考え方に沿った、幅広いス

ピリチュアリティの定義を患者に提供す

る。 

第３回 「個性ではなく原則」AAに関

する神話、さまざまな種類の AA、AAの

エチケットや儀式などを正面から取り上

げる。 

 

第 4回 「スポンサーシップについて」

AAのスポンサーの機能を説明し、適切

な人を選ぶためのガイドラインを示し、

一時的なスポンサーを依頼する、断られ

たときに乗り越えるなどのロールプレイ

を行う。 

 

第 5回 「どうやって飲まないでいる

か」断酒・断薬を続けるためのツールと

して、再発のきっかけ、サービス、スリ

ップ(再発)につながる人や場所、物を避

けることなどに取り組む。 

 

第 6回目は、第 1回の導入セッションに

卒業生として参加する。（詳細は、翻訳

版の添付資料参照） 

以上のことから、MAAEZには TSFとして

必要十分な内容が盛り込まれ、適切に構

造化されており、我が国の臨床や調査研

究にも適用できる可能性があることが確

かめられた。 

 

D.考察．                   

今年度あらためて、TSFプログラムにつ

いて文献的検討を行い、まず専門家自身が

自助グループの内容や特徴そして効果を理

解し、それをわかりやすく当事者や家族に

伝えることが重要であることが明らかにな

った。TSFプログラム の代表例である

MAAEZを調べ、翻訳をする過程で、内容と

しては以下のような点が注目された。 

・12ステップの効果についても論文のリ

ストなども示すなどして、具体的にしめさ

れていた。一方的に効果があるから信じな

さいというようなやり方ではなく、提供で

きるエビデンスはできるだけ示すというこ

とであり、透明性をもった進め方が行われ

ていることが重要であると考えられた。こ

うした方法は伝えられる側の当事者・家族

のみでなく、伝える側の専門家にとっても

有用であると思われる。 

・12ステップのスピリチュアリティやハ

イヤーパワーなどの概念は、海外でも宗教

と誤解されやすく、TSFプログラムでは丁

寧に説明されていた。キリスト教が普及し

ている欧米でもこうした内容が伝えられて

いることからすると、わが国では、さらに

必要な要素であると考えられた。 

・AAにおける参加者同士の相互作用やメ

ンターの意義や手法についての説明がなさ

れる。アルコール依存症という同じ病気や

それに伴う困難をともにしている参加者＝

「仲間」との関係性が大きな回復促進要因

になっており、その点の説明が行われてい

る。そうした方法の一つとして、スポンサ

ーシップと呼ばれるメンターの手法があ

り、このことの説明にも時間をかけてい

る。一般にコミュニティ活動は、回復促進

的な面がある一方、極端なヒエラルキーや

セクト主義などが生じると逆に否定的な影

響を生じる可能性がある。正直に悩み事を

言いやすく、風通しのよい関係性を維持す

ることは自助グループの効果に直結するこ

とといえ、この点に関する説明がなされる

ことは重要であることが確認できた。 

・TSFプログラムのセッションや運営は専

門家だけで行わずに、必ず自助グループメ
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ンバーにも入ってもらうこと。専門家とし

て 12ステップを知り、紹介することがこ

のプログラムの眼目であるが、自助グルー

プへのつなぎとしては、そのメンバーの方

とふれあってもらうことが何よりの紹介に

なるといえる。これまでも医療機関などで、

自助グループの方のメッセージをとどけても

らうことが行われてきており、目新しいとい

えないかもしれないが、TSFプログラムでは、

あらかじめそうした情報提供について専門家

と自助グループ面が一緒に企画し、実施する

ものであり、紹介よりも積極的な試みといえ

る。 

以上のような特徴をもつ TSFプログラムを

日本に導入する意義について最後に触れる。

わが国では依存症医療に従事する者が使用で

きる、自助グループへつなぐことを促進する

構造化、体系化されたプログラムは存在しな

かった。自助グループについては、医療機関

や精神保健福祉センターや保健所などで取り

上げてきた歴史はこれまでにあるものの、こ

うした活動に積極的に触れている担当者とそ

うでない担当者では理解度や紹介の仕方に差

が出てしまっていると思われる。特に地域で

は、高齢者介護への支援や新型コロナウイル

スへの対応などの業務が増えて、アルコール

依存症やその自助グループに関する対応はど

うしても以前よりも比重が下がっても仕方が

ない状況といえる。担当者の入れ替わりがこ

うした状況に拍車をかけている面もあると思

われ、自助グループの意義を紹介するプログ

ラムのツールがあることは、援助者の間で継

続的に自助グループとの連携を維持していく

上で大きな意義があると思われる。 

令和３年度は、TSFプログラムに関する文献

検討を行い、海外で有用性が実証されている

MAAEZプログラムの翻訳を行った。今後はこの

翻訳をもとにして日本で用いることができる

プログラム資料を作成し、自助グループの方

や専門機関や行政機関の方にも意見を聞いて

改定を行うなどをして、日本版の完成を目指

したい。 

 

E.結論 

本研究は、アルコール依存症の自助グルー

プの効果や有用性に関する国内外の文献を収

集、知見を整理し、アルコール依存症の治療

や回復に自助グループが果たす役割や機能

や、現状で不足している研究課題を明らかに

することを目的とした。今年度は特に、専門

機関などから 12ステッププログラムにつなぐ

際に用いられる手法である 12ステップファシ

テーションプログラム（TSFプログラム）につ

いて取り上げた。 

TSFプログラムに関する文献検討を行った結

果、MAEEZというプログラムがマニュアルなど

も整備されており、日本での自助グループ導

入プログラムのツールを作成知るうえで、参

考になることを確認した。そこで、まず MAEEZ

を翻訳し、これが日本で有用かどうか、改定

すべき箇所があるかを検討した。MAAEZとは、

「Making Alcoholics Anonymous Easier」の

頭文字を取ったものであり、邦題は「アルコ

ホーリクス・アノニマス：AAをより簡単に理

解するためのプログラム」とした。MAAEZは主

に、アルコール依存と薬物依存症の治療を扱

う医療機関のスタッフがファシリテーターを

務め、集団形式で実施する。また、MAAEZの特

徴として、必ず AAや NAを利用して回復した

者の力を借りてグループ運営をすることが実

施要件となっている。グループ・ダイナミク

スを用いながら、AAを初めて利用する患者に

とって、AA参加の障壁となりがちな点につい

て丁寧に解説を加えている。我々は、支援者

向けのプログラム構成や、ファシリテーター

の要件、セッションの実施形式などをまとめ

た「MAAEZマニュアル」と、ファシリテーター

が実際にプログラム中に参照する「MAAEZ実践

ガイド」の日本語版を作成した。 
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Ｆ．健康危険情報 特記すべき事項なし 

G．研究発表 

１）国内 

原著論文による発表       1件 

口頭発表            4件 

それ以外（レビュー等）の発表  3件 

２）国外 

原著論文による発表       0件 

口頭発表            0件 

それ以外（レビュー等）の発表  0件 

そのうち主なもの（それぞれ５件以内、著者

名は全て記入し、班員名には下線を引く。） 

 

・論文発表 

1)森田展彰：アルコール使用障害と DV・子ど

も虐待、医学のあゆみ別冊・アルコール医

学・医療の最前線 2021UPDATE:121－127, 

2021. 

2)新田千枝 森田展彰:高齢アルコール依存症

の臨床特徴―認知機能低下の有無による治療

経過の比較－,日本アルコール関連問題学会雑

誌 22(2):15－21, 2021. 

3)森田展彰：DV,アディクションとアタッチメ

ント,(遠藤利彦編)入門アタッチメント理論-

臨床・実践への架け橋,日本評論社,東京、

2021.  

4) 新田千枝：新型コロナと生活・健康 断

酒会会員への緊急アンケート 依存症対策全

国センター，全日本断酒連盟かがり火，220

号，2020年 

 

・学会発表 

1)森田展彰：Covid-19の感染状況が家族の関

係に与える心理的な影響とその対策 ー子ども

虐待・家庭内暴力の予防を中心にー：新型コ

ロナウイルス禍と依存症関連問題、日本精神

科診療所協会第 27回学術集会 2021.9.13(オン

ライン開催) 

2)森田展彰：コロナ禍が家族観の葛藤や暴力

に与える影響 シンポジウムコロナ禍で子供

たちの暮らしはどう変化したか～子供臨床の

現場から～ 第 117回日本精神神経学会学術

総会 S-487  2021.9.19(オンライン開催) 

3)森田展彰、渡邊洋次郎、斎藤環、大谷保

和：オープンダイアローグと自助グループ,第

56回日本アルコール・アディクション医学

会、三重県（Web開催）,2021.12.18. 

4) 新田千枝：新型コロナとアルコール依存-

コロナ禍で断酒会員の再飲酒に関連した要因

は何か，第 43回日本アルコール関連問題学会

シンポジウム「コロナ禍のアディクション問

題」，三重県（Web開催）,2021.12.19. 
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H．知的所有権の出願・取得状況 

特記事項なし。 
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